
県罵総ぐるみ !

子どもの健食育成手ャンベーン実施中 !!

すべての大人が、青少年の健全育成と非行防止について、よリー層の
理解を深め、学校や家庭、地域における気運の醸成を図り、子ども達の
規範意識の向上を図りましょう。

命 令

心身ともに成長期にある子供違は、好奇心からルールを無視する行動

をとつたり、自分で気が付かないうちに悪貿な犯罪の加害者になる場合が

あります。
子供違を健やかに育てるためには、子供達に「理のひと声」をかけてル

ールを無視した行為を止めさせることが大切です。

O大 人が率先して積極的に声かけやあいさつを行い、厳しくも

温かい目で子供達を見守りましょう。
口 「見て見ぬお、りはしない」という気持ちを地域全体で持ち、地域の大
人が見守つてくれているという安心感を大きくすることで、子どもは落ち
着きと安らぎを受けます。

O大 人が襟を正し、ルールロマナーを守り、子供の模範となり
ましょう。
・子供は大人の姿を見て育ちます。

まずは、大人がルールロマナーに反することをしないよう、模範を !!

岡山県口岡山県教育委員会口岡山県警察
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厳しい !岡山の少年非行の現状

平成26年 夢卜行率の全国対比
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平成26年中

刑法犯少年
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キ非行率…口少年人口(10～19歳)1,000人当たりに占める刑法犯少年の割合

～平成24年から3年連続で全国ワースト1位 !～ 低年齢化が目立ちます !

初発型非行とは…ロ

万引き、自転車盗、オートバイ盗、占有離脱物横領の4罪種を言います。
これらの非行は、例年、刑法犯少年の約6～7割を占めており、スリルを味わうなどの動機で安

易に、又は友達に誘われて遊び感覚で行われやすく、何度も繰り返しているうちに罪の意識が薄く
なり、次第に大きな犯罪を犯してしまうことになります。

【万引の防止 】
初発型非行で最も多いのは万引きで、刑法犯少年全体の約4割を占めています。
また、万引きがグループで行われることもあり、

◆ 友達に誘われて見張りをしていただけ ◆ 友達が万引きした物をもらっただけ

など、自分は悪くないと主張する少年もいますが、これらも全て犯罪です。見張りをしていた

者も、責任や罪の重さは変わりません。
～お店の方へ～

O万 引きがしにくいように、売り場の陳列や管理方法の改善、店員の指導を徹底する。
O店 内での挙動不審な子供には、必ず声をかける。
O万 引きの発見時には、健全育成と再発防止を図るため、警察へ通報しましょう。

きちんと措置しないと万引きをしやすい店だという悪評が流れ、万引きが繰り返されます。

【自転車盗の防止 】
自転車盗も、万引きなどと同じ窃盗で、懲役10年 以下という重たい犯罪です。
歩くのに疲れたからといって、人の自転車に乗つてはいけません。あとで返しておけば良い

というものではありません。
～自転車をとめるときは～

O駐 輪するときは、必ず鍵をかけ、ワイヤー錠=チェーン錠などで二重回ックをしましょう。
O路 上等への放置駐車はせず、必ず駐輪場や決められて場所にとめましょう。
O自 転車には、必ず「自転車防犯登録」をしましょう。

【家庭での対策 】
○ 日頃から何でも話し合える家庭の雰囲気づくりをしましょう。
○ 子供の持ち物、自転車等には常に気を配り、見慣れない物を持つていたら、子供に

確かめましょう。
【地域での対策 】

○ 地域全体で犯罪防止の意識を高めましょう。
○ 子供達に地域の行事への参加を呼びかけ、集団の中で社会ルールを学ばせましょう。

議れの関闘畿 圏田寵せ、あつぱれ田齢拭拠


